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今
回
は
、
ド
イ
ツ
の
首
都
ベ
ル

リ
ン
の
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
１
９
９
９
年
の
民
営
化
か
ら
、

２
０
１
３
年
の
再
公
営
化
に
至
る
ま

で
の
概
略
を
中
心
に
お
届
け
す
る
。

　

最
初
に
同
国
の
行
政
区
分
を
ざ
っ

と
見
て
お
く
と
、
ド
イ
ツ
に
は
全
部

で
16
の
州
が
あ
り
、
そ
の
下
に
地
方

自
治
体
が
置
か
れ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン

州
を
含
む
全
３
州
は
「
１
州
１
自
治

体
制
」
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
ベ

ル
リ
ン
州
は
ベ
ル
リ
ン
市
と
同
義
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
自
治
体

は
「
都
市
州
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
る
。

　

表
に
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
上
水

道
の
基
礎
デ
ー
タ
を
示
す
。

□
１　

民
営
化
ま
で
の
流
れ

　

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
、
東
西
ベ

ル
リ
ン
そ
れ
ぞ
れ
で
運
営
さ
れ
て
い

た
上
下
水
道
事
業
が
統
合
さ
れ
、92

年
、現
在
の「
ベ
ル
リ
ン
上
下
水
道
公

社（Berliner W
asserbetriebe

）」

が
誕
生
す
る
。
東
ベ
ル
リ
ン
の
イ
ン

フ
ラ
改
善
な
ど
に
伴
う
出
費
が
原

因
で
多
額
の
負
債
を
抱
え
た
政
府
内

で
は
、
社
会
主
義
時
代
に
お
け
る
国

家
主
導
の
経
済
体
制
へ
の
反
動
も
手

伝
っ
て
、
業
務
の
効
率
化
と
負
債
の

緩
和
を
目
的
と
し
た
水
道
民
営
化
の

検
討
が
始
ま
る
。
課
題
と
し
て
ま
ず

浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
国

内
法
の
規
定
に
い
か
に
対
応
す
る
か

で
あ
っ
た
。
同
法
で
は
、
公
営
の
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
付
加
価
値

税
の
免
除
を
認
め
て
い
る
が
、
民
営

化
を
行
う
と
こ
の
規
定
か
ら
除
外
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
職
員
が
民
営
化

を
不
服
と
し
て
離
職
し
た
場
合
、
政

府
が
離
職
者
の
雇
用
に
責
任
を
持
つ

こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
陥
る
こ
と
を

避
け
る
た
め
に
、
ベ
ル
リ
ン
政
府

は
水
道
公
社
の
持
株
会
社
と
し
て

「
ベ
ル
リ
ン
水
道
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

（Berlinw
asser H

olding S.C.

）」

を
設
立
。
そ
の
株
式
49
・
９
%
を

ド
イ
ツ
の
大
手
電
気
事
業
者
R
W
E

と
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ（
後

の
ヴ
ェ
オ
リ
ア
）に
16
億
９
０
０
０
万

ユ
ー
ロ

（
約
２
１
０
０
億
円
）で
売
却
す
る

一
方
、
残
り
の
株
式
50
・
１
%
を

手
元
に
残
す
こ
と
で
、
実
質
的
な
経

営
権
を
民
間
企
業
に
引
き
渡
し
な
が

ら
、
表
面
上
は
水
道
の
公
営
性
を
保

つ
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ
う
し
て
、

99
年
、
当
時
国
内
最
大
の
P
P
P

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
契
約
が
締
結

さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
の
水
道
は
半
民
営

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

□
２　

反
対
運
動
の
起
こ
り
と

　
　
　

再
公
営
化

当
時
ま
だ
P
P
P
契
約
の
内

容
は
公
に
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
こ
の
な
か
に
は
契
約
後
４
年

間
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
行
わ
な

い
と
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
。
５
年
後
の
04
年
、
15
%
の
値

上
げ
が
行
わ
れ
、
翌
年
さ
ら
に
５
%

値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ

て
、
料
金
の
引
き
下
げ
と
、
非
公
開

の
ま
ま
締
結
さ
れ
た
P
P
P
契
約

の
開
示
を
求
め
る
市
民
運
動
が
巻
き

起
こ
り
、
こ
の
動
き
は
や
が
て
、
開

示
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
へ
と
発

展
し
て
い
く
。
08
年
、
住
民
投
票
の

実
施
条
件
を
満
た
す
数
の
署
名
が
集

ま
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
政
府
は
契
約
内

容
を
遡
及
し
て
公
表
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
し
て
署
名
を
無
効
と
す
る

が
、
こ
れ
に
反
対
す
る
市
民
団
体
の

訴
え
を
ベ
ル
リ
ン
裁
判
所
が
09
年
に

支
持
す
る
と
、
10
年
、
提
出
さ
れ
た

署
名
の
う
ち
一
定
数
以
上
の
署
名
の

有
効
性
が
認
め
ら
れ
、
住
民
投
票
の

実
施
が
ほ
ぼ
確
実
に
な
る
。
こ
の
段

階
に
な
っ
て
、
つ
い
に
P
P
P
契

約
が
開
示
さ
れ
る
も
、
政
府
が
公
表

し
た
の
は
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
に
過

ぎ
な
い
と
し
て
、
市
民
団
体
は
当
初

の
予
定
ど
お
り
住
民
投
票
を
断
行
、

98
%
の
賛
成
票
が
投
じ
ら
れ
た
。

　

開
示
さ
れ
た
契
約
の
な
か
で
ひ
と

き
わ
批
判
を
浴
び
た
の
は
、
一
定

の
利
益
を
毎
年
R
W
E
と
ヴ
ェ
オ

リ
ア
に
保
証
す
る
と
い
っ
た
趣
旨

の
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り

決
め
が
つ
ま
び
ら
か
に
知
ら
れ
る

に
至
り
、
ベ
ル
リ
ン
政
府
は
再
公

営
化
を
求
め
る
住
民
の
声
に
押
さ
れ

る
形
で
、
12
年
に
R
W
E
の
株
を

６
億
５
４
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
約
８
０
０
億

円
）で
、13
年
に
ヴ
ェ
オ
リ
ア
の
株
を

５
億
９
０
０
０
万
ユ
ー

ロ

（
約
７
２
６
億

円
）
で
買
い
戻
し
、
民
営
化
か
ら
14

年
後
の
13
年
、
水
道
は
完
全
な
公
営

事
業
へ
と
復
帰
す
る
。
し
か
し
、
買

い
戻
し
に
要
し
た
費
用
は
30
年
公
債

を
発
行
し
て
調
達
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
水
道
料
金
を
通
じ
て
住
民
が
支

払
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

□
３　

一
連
の
動
き
を
振
り
返
っ
て

こ
の
P
P
P
契
約
は
一
般
に
、

料
金
の
値
上
げ
や
雇
用
の
喪

失
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
低
減
を
招
い

た
と
し
て
強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
例
え
ば
水
道
料
金
に
つ
い

て
は
、
91
年
か
ら
97
年
ま
で
の
間
に

２
倍
以
上
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
、
民

営
化
前
の
時
点
で
す
で
に
国
内
平
均

を
超
え
て
い
た
と
の
主
張
や
、
90
年

代
は
公
営
事
業
全
般
で
必
要
以
上
の

従
業
員
を
抱
え
て
お
り
、
水
道
と
同

等
以
上
の
人
員
整
理
を
実
施
し
た
公

営
事
業
も
あ
っ
た
な
ど
の
反
論
も
存

在
す
る
。
資
料
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
が

大
き
く
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ど
の

説
が
正
し
い
の
か
一
概
に
は
言
え
な

い
が
、
お
そ
ら
く
今
回
の
民
営
化
の

一
番
の
問
題
点
、
再
公
営
化
に
つ
な

が
っ
た
主
因
は
、
料
金
上
昇
な
ど
の

個
別
の
事
象
と
い

う
よ
り
は
む
し

ろ
、
透
明
性
を
確

保
し
な
い
ま
ま

P
P
P
契
約
を

交
わ
し
た
こ
と
、

公
開
を
求
め
る
声

に
政
府
が
す
ぐ
に

耳
を
傾
け
な
か
っ

た
こ
と
、公
開
さ

れ
た
契
約
内
容
が

料
金
上
昇
な
ど
を

裏
付
け
る
性
質
の

も
の
で
あ
っ
た
こ

と
、
こ
う
し
た
点

に
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
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● ベルリンの上水道（2015年）

● ドイツにおける州の区分（全16州）

給 水 人 口 370万人
浄 水 場 数 9
水 源 主に地下水
井 戸 数 650
管 路 延 長 7,900km
配 水 量 52 万㎥ /日
一般家庭消費量 110ℓ/人 / 日

統一後、民営化も

14年後に再公営化
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